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「総論」の標準テキスト
（案）

資料１‐３

※作成中



災害対策の流れ

災害への備え

警報・避難 応急活動

被災者支援

被害想定

地域の脆弱性

被災施設の
復旧

激甚災害制度

災害廃棄物の
処理

経済復興支援

復旧・復興基本
方針の決定

復興計画の作成

復興まちづくり 等

避難所の設置・運営

ボランティアの受入

災害救助法の運用避難生活支援

義援物資等の受入
等

罹災証明書の交付 被災者台帳の整備

応急仮設住宅の提供、管理

生活再建等の支援

保健衛生・防疫

物資の調達、供給

災害対策本部体制の確立

災害情報の収集・連絡 広域応援の要請

救助・救急 医療 消火

緊急輸送ルートの確保 ライフラインの復旧

被害拡大・二次災害防止

孤立地域の解消

帰宅困難者対策 等

警報等の収集・伝達

災害未然防止活動 等

避難勧告等の発令

避難誘導

避難

＜災害予防対策＞

防災施設の整備 施設・設備等の耐震化、耐浪化

家具、ブロック塀等転倒防止促進

指定緊急避難場所・指定避難所の指定

避難行動要支援者名簿の作成

ハザードマップの作成・周知
等

＜災害対応対策＞

地域防災計画・事業継続計画・
受援計画の作成

災害対策本部マニュアルの作成

協定締結物資・資材等の備蓄

地区防災計画の作成

罹災証明書交付実施体制の整備

防災教育・訓練の実施 等

発災

人材育成

訓練

研修

災害対策本部

指揮調整

災害広報

安全管理

組織間連絡調整

災害情報の収集

計画立案

関係機関からの人的支援

物資調達・供給

組織環境の整備

・避難勧告等の発令は、
「空振り」は許されるが、
「見逃し」は許されない

・最悪の事態を想定
して、疑わしきとき
は行動せよ

災害対応の原則

・準備したものでなけ
れば機能しない、事
前の備えが不可欠

復旧・復興

改善
資源管理

指揮統制

対策立案
地震動

火山現象

台風

豪雨

豪雪

等

ハザード

（「災害への備え」へ）



防災基礎コースについて
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１日目 ２日目

１限目 防災基礎総論 座学 １限目 風水害のメカニズムと実態 座学

２限目 防災行政概要 座学 ２限目 火山のメカニズムと実態 座学

昼食 昼食

３限目 災害法体系 座学
３・４限目 災害対応過程と態度を学ぶ 演習

４限目 防災計画 座学

５限目 地震・津波のメカニズムと実態 座学 ５限目 全体討論 演習

防災基礎コース構成の意図

当該コースを設計した意図等について書きます。

研修カリキュラム



防災基礎コース 研修カリキュラム
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日程 時間 単元 手法 単元の概要 講師

１
日
目

１限目
09：30～10：45

防災基礎総論 座学
防災・危機管理の基本的な考え方を学
ぶ。

牛山 素行
（静岡大学）

２限目
11：00～12：15

防災行政概要 座学
防災活動全体の流れと個々の活動の
基礎的な知識を学ぶ。

山田 博道
（内閣府）

３限目
13：15～14：30

災害法体系 座学
災害対策基本法・災害救助法などの構
造や適用範囲、権限の概要を学ぶ。

三島 梨加
（内閣府）

４限目
14：45～16：00

防災計画 座学
防災基本計画と地域防災計画の内容
を学ぶ。

戸谷 知文
（内閣府）

５限目
16：15～17：30

地震・津波の
メカニズムと実態

座学
地震・津波のメカニズムと災害による被
害、防災対策を学ぶ。

林 能成
（関西大学）

２
日
目

１限目
09：30～10：45

風水害の
メカニズムと実態

座学
風水害のメカニズムと災害による被害、
防災対策を学ぶ。

牛山 素行
（静岡大学）

２限目
11：00～12：15

火山の
メカニズムと実態

座学
火山のメカニズムと災害による被害、
防災対策を学ぶ。

石原 和弘
（火山防災推進機構）

３・４限目
13：15～14：30
14：45～16：00

災害対応過程と
態度を学ぶ

演習
災害対応過程と態度について具体的
な事例に沿って学ぶ。

竹本 加良子
（サイエンスクラフト）

５限目
16：15～17：30

全体討論 演習

防災力アップのため、災害対応の基本
について学んだことを、受講者が担当
する業務にどのように反映させるのか
を考える。

牛山 素行
（静岡大学）

研修カリキュラム・講師紹介
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